
学校関係者評価委員会 

平成 28 年度第２回委員会 議事録 

１．日時及び場所 

日 時：平成 29 年 2月 15 日（水）18:30～20:00 

場 所：修成建設専門学校 会議室 

 

２．出席者 

(1) 委 員 

藤田晴樹（委員長）、丸山徹、相賀勝、山崎充、武井彰、田中文雄、苅野起三子 

（計 6名） 

 

（2）学 校（オブザーバ） 

山下裕貴（理事長）、堤下隆司（校長）、谷川博康（学生相談室室長）、増田和浩（建築

科長）、野瀬孝男（土木工学・建設エンジニア学科長）、中安哲男（ガーデンデザイン

学科科長）、中島良明（住環境リノベーション学科副科長）、亀井哲男（事務局長） 

（計 8名） 

（参加者合計 14 名） 

３．配布資料 

資料 1－1：平成 28年度第 2回委員会 議事次第 

資料 1－2：参加者出席名簿 

資料 1－3：平成 28年度第 1回委員会 議事録（案） 

資料 1－4：平成 28年度保護者・卒業生対象意見交換会議事録 

資料 1－5：平成 27年度学校関係者評価委員会評価報告書（案） 

 

４．議事次第 

（1）開会挨拶（資料 1-1） 

堤下校長から開会の挨拶に続き、学校関係者評価委員会の意義および趣旨説明があ

った。続いて、藤田委員長の挨拶があり、山下理事長から挨拶および学園の現状に

ついての報告があった。また、2018 年度 4月入学生より適用されるアドミッション

ポリシー（求める学生像）についての説明があった。 

 

（2）議事内容の説明（資料 1-1、資料 1-2） 

堤下校長から本日の議事内容の説明が行われた。 

 

（3）前回（平成 28年度第 1回委員会）議事録（案）の確認（資料 1-3） 

中島委員より前回開催された学校関係者評価委員会（資料 1-3）の議事録について説

明があり全会一致で前回議事録が承認された。 



（4）平成 28 年度報告 

  1）平成 28 年度各学科報告 

① 建築学科（昼夜）：増田委員 

設計・施工の実務を中心に、企業連携による実習や施設見学、インターンシップを

推進している。今春のインターンシップでは、100社以上の協力を得て、参加する

予定である。また、2級建築施工管理技術検定試験では、昨年度を上回る結果を得

ることができた。とくに夜間生の合格率は 90％を超えるなど大きな成果を上げた。 

② 建築 CGデザイン学科・空間デザイン学科・専科 2級建築士科：見邨委員 

考える力・形にする力・人に伝える力を養うことを目的に、空間デザイン学科で

は、失敗を恐れず自分で考え、自らの表現でプレゼンを行っている。また、CG デ

ザイン学科では、CAD から BIM への移行に連動して、新システムの導入と教員のス

キルアップを進めている。他方、専科 2級建築士科では、二次試験（製図）対策

を軸に、合格者数増を目指して取り組んでいく。 

③ 住環境リノベーション学科：中島委員 

現在、三期生・四期生が施工管理に特化した現場学習を積み重ねている。目標と

する 2級建築施工管理技術検定試験においては、多くの学生が合格できるよう努

めていく。就職については、施工管理を求める企業様が多く早々に進路が確定し

た。 

④ 土木工学科・建設エンジニア学科：野瀬委員 

    土木工学科は建設事業の管理業務全般を、建設エンジニア学科は施工に必要なライ

センス取得を目指している。両学科とも富士教育センター研修や現場見学会など

産学連携で実務主体の専門技術教育を推進している。 

⑤ ガーデンデザイン学科：中安委員 

ガーデンデザイン学科では、企業・諸団体との連携、地域と共生した実習を展開

している。今年度は、地域の環境美化として大和田北公園で実習を行った。また、

現場業務ですぐに必要な資格として 3級造園技能士や 2級造園施工管理技術検定

試験を受験させている。3月末の結果発表を期待している。 

⑥ 学生相談室：谷川委員 

学生数の増加に伴い、さまざまな問題を抱える学生が増加し、相談件数が増えて

いる。また相談内容も深刻化し、学業不振や長期欠席者に対するアウトリーチな

ど、個別的で手厚い支援が必要となっている。クラス担任との連携を強化し、チ

ームアプローチでの学生支援活動を進めていきたい。 

⑦ 事務局：亀井委員 

事務局では、さまざまな学生に対するサポートを推進している。家計の急変など

の経済対策として奨学金等のサポート体制を充実させるなど、学校生活の継続を

保障し、学生の満足度を上げていきたい。 

⑧ 修友会：相賀委員 

    修友会は、全国 24 支部、35,000 人卒業生に対して、もっと活動を周知していきた

いと考えている。このたび、学校との連携を強め、組織委員会を改変するととも



に、会報誌を刷新した。また、クスノキの会・サツキの会を立ち上げ、研修・交

流を通じて、横のつながりを強化していきたい。 

  2）平成 28 年度保護者・卒業生対象意見交換会報告 

見邨委員より平成 28年 12 月 20 日に開催された保護者・卒業生対象意見交換会（資

料 1-4）の議事録について報告がなされた。 

 

（5）議案 

  1）平成 27 年度学校関係者評価委員会評価報告書（案）について 

   ・平成 27 年度学校関係者評価委員会評価報告書（案）について内容が承認され、委

員会より修成建設専門学校に報告書が提出された。 

  2）その他 

   ・「卒業展 2017」の案内（平成 29 年 2月 18～19 日、於 修成堀江ラボ）。 

   ・「建設業界合同企業説明会 2017」の案内（平成 29 年 3月 8 日、於 グランフロント

大阪 北館コングレコンベンションセンター）。 

 

 （6）次回開催日時 

  日時：平成 29年 10 月頃の予定 

  場所：修成建設専門学校 会議室 

  内容：平成 28 年度学校関係者評価報告書について 

以上 

 

（記録・文責：谷川博康・亀井哲男） 


